


競 者 注 意 事 項

1. 競技規則について
本大会は、2023年度公益財団法人日本陸連競技規則並びに本大会申し合わせ事項により実施する。
2. 練習会場について
競技場内での練習は指定区域で行い、競技役員の指示に従うこと。特に、投てき練習については、監督付き添いのもと事故防止に努める。
競技場上の野球場には決して入らないこと。
3. 競技場について
(1) 競技用靴については、競技規則　TR5.2、TR5.5、TR5.13.3に適合しないシューズの使用は認めない。ただし、フィールド競技用シューズについてはTR5.5の適用を除外する。
※この規則は、小学生には適用しない。
(2) スパイクシューズのピンの長さは、9ｍｍ以下とする。ただし、走高跳・やり投は12ｍｍ以下とする。
4. 招集について
(1) 招集場所は、100ｍスタート地点後方に設ける。
(2) 招集完了時刻（移動開始時刻）は、競技開始時刻を基準とし、下記の通りとする。種目別完了時刻は、プログラムの競技日程欄にも記載しているので参照のこと。
	種　　目
	招集完了時刻

	トラック競技
	15分前

	フィールド競技
	20分前


(3) 招集完了時刻に遅れた競技者は、当該競技種目を棄権したものとして処理する。
(4) 招集の手順
ア　競技者または代表代理人は、招集所付近の掲示板に張り出された用紙に〇印をつけ、出場しない者は取り消し線を施すこと。なお、リレー競技はオーダーの提出をもってこれにあてる。
イ　競技者は、前記（2）に示した招集完了時間までに招集場で待機すること。
ウ　ビデオ・ラジオ・CD・MD・トランシーバー・携帯電話もしくはそれに類似の機器など　　　　　　　　
　　　　を競技場内に持ち込むことはできない。あらかじめ学校関係者や保護者などに預けておくこと。
　　　エ　スマートウォッチなど通信機器付き腕時計については、通信機能（GPS機能）をOFFにして出場すること。OFFにできない場合は、あらかじめ学校関係者などに預けておくこと。
　　　オ　2種目を同時に兼ねて出場する競技者は、最初の種目の招集完了時刻前までに競技者係に申し出て出場を確認すること。なお、当該競技者トラック競技が先に開始される場合は、トラック競技終了後ただちにフィールド種目の競技場所に移動し、担当競技役員に申し出ること。また、フィールド競技途中でトラック競技に出場する競技者は、競技開始前、当該競技役員にその旨を申し出ること。
　　　カ　リレー種目について
　　　　　受付時に受け取ったオーダー用紙に必要事項を記入し、競技開始時刻の1時間前までに、大会本部に提出すること。なお、用紙をもう1枚必要な時は招集所近くの競技者係から予備をもらって記入すること。
5. 競技について
(1) 当該種目出場の競技者以外は、競技場内に立ち入ることはできない。
(2) 短距離種目では、競技者の安全のため、フィニッシュライン通過後も自分のレーン（曲路）を走ること。
(3) 競技規則第144条により、競技者に対する助力については、競技場内での助力は禁止とするが、助言については、競技運営及び他の競技者の競技の妨げならない範囲で認めるものとする。
(4) フィールド競技はすべて3回とする。
6. アスリートビブスについて
　　　アスリートビブスは配布された大きさのものを府にホームの胸部と背部につけつこと。折り曲げたり、汚したりしないこと。ただし、跳躍競技に出場する競技者は、胸部または背部のみでよい。また、トラック競技出場者は、写真判定用の腰ナンバーカードを右後方につけること。リレー競技については第4走者のみ右後方につけること。
7. 走高跳のバーの上げ下げについて
　　　練習の状況により競技審呼応時間を踏まえ主任が決定する。場合によっては2段階の高さ　　での練習を行う。
8. 記録証について
　　　競技終了後に発行するので、団体ごとに本部2階で受け取ること。
9. その他
(1) ゴミは各自必ず持ち帰ること。※ゴミ箱は設置しておりません。
(2) 新型コロナウィルスの感染症の基本的な対策
ア　3蜜回避の励行
1 密閉空間（効果的な寒気が実施されていない）
2 密集場所（多くの人が密集している）
3 密集場面（お互いに手を伸ばしたら届く距離での会話や発生が行われる）
イ　清潔な環境
　　　 ①こまめに手洗いまたは手指の消毒を行い、手を清潔に保つ。
　　　 ②多くの人が頻繁に触れる箇所を清潔に保つ。
(3) 主催者は当該競技に関わる全ての人の新型コロナウィルス感染症に対するいかなる責任も負わない。
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